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研究成果の概要（和文）：本研究では、全般的に文字資料が少ないと言われるアジア史の情報源として、ポルト
ガルの公文書や１６世紀から続く編年史料集が、貴重な役割を果たしうることを実証しようとしたものである。
当初目的とした「モンスーン文書」のカタログ化は、現在、別の科学研究費において進行中であり、２０１８年
度末には冊子形態でまとめる予定である。また研究成果としては、『大航海時代の日本人奴隷』（共著、中央公
論新社、2017年）の他に、2019年刊行予定で英文図書（単著）を準備中である。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was clarifying the usefulness of Portuguese historical
 official records and compiled documentations in order to study Asian regional history. First we 
aimed to publish a catalogue of the Monsoon Book in ANTT in Lisbon and it is still under going. A 
part of the catalogue will be published in the end of the fiscal year 2018 by use of another grant 
of JSPS. We published a book in Japanese "Japanese Slavery in the Age of Expansion " in 2017. In the
 following year, a monograph "The Nanban Trade" by Mihoko Oka will be published in English.   

研究分野：歴史学

キーワード： 南蛮貿易
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
15 世紀末～17 世紀初頭を人類史的な特徴
でとらえると、「大航海時代」がキーワード
となる。この時期、世界各地へ進出したポル
トガル人、スペイン人等の情報にもとづき、
様々な地域の地理、政治・交易・社会の状況
について、詳細かつ膨大な記録が記された。
しかしながら、これらの情報は、既翻訳文献
の範囲が限られることから、本邦におけるア
ジア史研究の材料として、十分に活用されて
いるとは言い難い。また、文書管理状況の問
題から、将来的に利用不可能になりうるもの
もあり、アジア史研究資源として、より利用
し易い翻訳の刊行、さらにはそれらを駆使し
た研究の公開、史料群のデータベース情報化
等が急務であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 自然災害、戦争、気候等の問題により、近
代以前の史料の残存状況が良いとは言い難
いアジア諸地域史の研究において、それらの
地域を訪れたヨーロッパ人が書き残した記
録は非常に有益な情報源である。ヨーロッパ
勢力ではじめて本格的なアジア進出を果た
したポルトガル人の手で残された記録は、豊
かな情報を有しながらも、本邦では存在すら
知られていないものが多々ある。本研究では、
広範囲なアジア史研究に有益なポルトガル
語史料及び史書の歴史資源化を通じて、アジ
アの歴史像を新たな視点から描き出すこと
を目的とする。 
 
３．研究の方法 

①既刊翻訳のある典籍については、とくに近

年のアジア地域史研究の発展にともなう知

識の高度化にもとづき、過去の翻訳上生じた

誤りや注釈不足等の再検討をおこない、論文

等で発表する。 

②日本人研究者に手軽に利用可能な邦訳・英

訳等が存在しない典籍については、新たな翻

訳事業に着手する。 

③史料館調査によってアジア史研究材料（基

本的に手稿史料）を開拓する。これらの手稿

史料を翻刻・翻訳して史料集として公刊する

ことが最終的な目標ではあるが、4年間での

完成は困難であると考えるため、研究期間中

にはできるだけ多くの新出史料を用いた研

究論文を刊行するとともに、各文書の詳細、

雑駁な地域情報などをデータベース化して

公開する。 

 
４．研究成果 

2014年度 

本年度は、８月・９月に、ポルトガルに

おいて文書館調査をおこなった。具体的な

調査先として、国立文書館、海外領土史料

館、国立図書館を選定した。また調査対象

にはポルトガルに現存する１６～１７世紀

までに記録されたアジア関係の公文書と、

同時代に印刷された古典籍を選定した。結

果として、国立公文書館での調査を重点的

におこない、同公文書館が所蔵するポルト

ガル植民地行政府インド副王政庁と本国と

の往復交信である『モンスーン文書』全点

のデジタル画像が研究代表者が所属する史

料編纂所に有償提供された。国立公文書館

と史料編纂所は同年度、アジア関係史料の

デジタル画像化に関して学術協定を締結し、

今後も継続的な交流が見込まれる。 

また、本年度廃館となり、所蔵資料が国

立文書館に移管された海外領土史料館の調

査では、これまで存在が知られていなかっ

たさらなる点数の『モンスーン文書』の存

在が明らかとなった。これらもまた、漸次、

史料編纂所にデジタル画像が提供される予

定である。 

2015年度 

本年度は２０１４年度に締結された史料

編纂所とポルトガル国立文書館との学術協

定に基づいて、ポルトガル国立文書館から

提供された《モンスーン文書》六二巻（画

像約四万点）と、昨年同文書館に包摂され

た海外領土史料館の日本関係史料のデジタ

ル画像（画像約１万４０００点）の整理を

おこなった。とくに日本関係の情報が含ま

れる文書の精読をおこない、今後訳出して

刊行する対象となる史料を選別した。 

また研究成果を国内外の学会において積

極的に発表することに努め、ポルトガルの

国際学会において、２０１５年１０月、２

０１６年３月の２回にわたり研究報告（英



語）をおこない、国内の大規模なシンポジ

ウム・学会報告を４回（日本語）、セミクロ

ーズドの研究報告（日本語）を２回おこな

った。そのうち長崎県平戸市におけるシン

ポジウム《国際フォーラム「キリシタンの

世紀と世界遺産」平戸市生月町開発総合セ

ンター大ホール》には、平戸市との共催で、

ポルトガルから日葡交渉史の権威であるジ

ョアン・パウロ・オリベイラ・エ・コスタ

（リスボン新大学）教授を本科研費で招聘

し、長崎県内のキリシタン文化、東西交渉

の痕跡等について、欧文史料からの研究成

果を一般市民に分かり易く解説する機会を

設けた。 

本年とくに力を注いだのは、近世初頭の

日本と東アジア・東南アジアの外交上の諸

問題の解明であり、この研究において、中

世後期から近世初頭の東アジア海域をめぐ

る、西欧勢力の参入で生じた変化あるいは

それ以前からの連続性、日本人が海外で巻

き込まれた抗争などについて、「モンスーン

文書」を用いて詳しい考察をおこなった。

成果は１１月の東洋史研究会大会報告で披

露され、論文としても刊行予定である。 

2016年度 

 本年は、成果公開に向けて、研究をまと

めることを主軸に活動をおこなった。和文

の著書として『南蛮貿易とカステラ』（共著、

株式会社福砂屋、２０１６年６月）、『大航

海時代の日本人奴隷』（共著、中央公論新社、

２０１７年４月）を刊行した。『南蛮貿易と

カステラ』では、カステラを代表とする南

蛮菓子が日本へ伝わった文化的・歴史的背

景を考察し、ポルトガルにおいて中世から

近世期の料理本の調査をおこない、日本の

カステラの起源と思われる、従来の通説と

は異なる菓子のレシピを発見した。この発

見は、読売新聞（２０１７年３月２９日文

化面、３月３０日編集手帳）、西日本新聞（２

０１７年５月６日）において報道され、全

国的に広い認識を得た。また『大航海時代

の日本人奴隷』では、これまで知られてい

なかったメキシコ国家文書館・ポルトガル

国立文書館のアジア・日本関係史料を中心

に分析を進め、個々の具体的な事例の欠乏

に因り、これまで信憑性を疑われてきた１

６世紀ポルトガル人の日本における奴隷貿

易の詳細を明らかにした。このほかポルト

ガルで調査をおこない、国立考古学博物館

において、これまで全く知られていなかっ

た１６４０年来日マカオ使節に関する、ま

とまった報告書を発見した。この報告書に

ついては現在分析を進めている。 

 

2017年度 

 本年は研究の総括につとめ、英文著書（単

著）の準備と英文の論文発表に務めた。英

文単著は２０１８年または翌年に公刊予定

である。英語論文のうち一本は、“Nanban 

Trade and Shuinsen Trade in 16th and 17th 

Century Japan”, Perez Garcia, M. & De 

Sousa, L. (ed), Global History and New 

Polycentric Approaches, Palgrave 

Macmillan で発行され、海外からの広い反響

を得ている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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⑧ 岡美穂子「銀の流通―銀が結ぶ世界の交
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タ『インド薬草・薬物対話集』（1563）を中
心に―」東京文化財研究所主催「公開研究会
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